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・体力向上プラン 
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１ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる現状 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に関わる目標達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 体力・運動能力や運動に関する意識(内面)、生活習慣、運動習慣等に関わる現状 
 

【体力・運動能力の現状】           【運動が好きと感じている割合】 

好き やや好き やや嫌い 嫌い 

70% 21% 8% 1% 

【体育の授業が楽しいと感じている割合】 

楽しい や や 楽 し い あ ま り 楽 し く な い 楽しくない 

67% 25% 6% 2% 

                       【体力テスト判定群】 

A B C D E 

10% 29% 32% 21% 8％ 

【メディア２時間以内のルール】 

２時間以内 ２時間以上 

70% 30% 

 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標 

・家庭学習時間や起床、就寝時刻等、総合

的なタイムマネジメント能力を高める。 

・標茶小学校５つの約束を日常的に意識

できるようにする。 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる課題 

・自宅でのゲームやインターネット、テレ

ビの時間が２時間以上になる児童の割

合が 30％である。 

・早寝早起きをしている、朝食を食べてい

る、徒歩登校をしている児童の割合が

低い。 

 

○ 体力・運動能力等に関わる課題 

・長座体前屈と立ち幅跳びが全体的に全国

平均を下回っている。 

・新体力テストの総合評価でD、E判定の児

童が 29％おり、二極化が懸念される。 

○ 体力・運動能力等に関わる目標の達
成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 生活習慣、運動習慣に関わる目標の
達成状況に対する評価指標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【評価方法】 
・年２回の新体力テスト 
 
・年２回の児童アンケート 
 

【成果指標】 
・全ての学年で、新体力テストにおいて、全国
平均を上回る種目を２種目増やす 

・体育の授業が楽しくないと回答する児童の 
割合を０％ 

 

【評価結果】 
・中間評価（７月） 
 各学年において、年度当初から２種目程度増えた 
 と回答した児童の割合は２％だった 
・最終評価（２月） 
 各学年において、７月から1.5種目程度増えたと 
 回答した児童の割合は０％だった 
 

１、経年変化がわかる新体力テストの結果表の作成と活用 

 ・児童自身の１～６年生までの新体力テストの結果が一覧できる結果表を作成す 

  るとともに、長期休業前に結果を配付し、自身の体力・運動能力や運動への取 

組についての振り返りに活用できるようにする。 

２、運動に興味をもつ環境づくり 

 ・１回目の新体力テスト実施後、体力アップコーナーを設置したり、マラソン 

  チャレンジを実施したりするなど、運動に親しむ環境づくりを行う。 

３、体育の授業改善 

 ・体育エキスパート教員と学級担任がともに授業を計画し、学級担任の授業力向 

上や児童の体力向上を図る。 

・課題である柔軟性と持久力の向上に向けた体育授業及び体育授業以外での継続的な取組の推進 

・運動習慣を身に付けるための学校における適切な運動環境の設定と家庭と連携した取組の推進 

・資質・能力の確実な育成に向けた小・中９年間の系統性を踏まえた年間指導計画の改善・充実 

令和４年度 標茶町立標茶小学校 体力向上プラン 

○ 体力・運動能力等に関わる目標 

・長座体前屈と立ち幅跳びの記録を全国平

均に近づける。 

・新体力テストの総合評価でD、E判定の児

童の判定が１段階上がる。 

２ 自校の児童生徒の体力・運動能力等の現状から分析した課題 

３ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に係る目標 

５ 自校の児童生徒の体力・運動能力等に応じた具体的な取組【１校１実践】 

６ 次年度に向けた具体的な取組の改善・充実 

【評価方法】 
・生活リズムチェック 
 
・年２回の児童アンケート 
 

【成果指標】 
・学校外でのメディア使用 2時間以内を 80％ 
・運動が嫌いと回答する児童の割合を０％ 
 

【評価結果】 
・中間評価（９月） 
 ２時間以内は、70％だった 
・最終評価（２月） 
 ２時間以内は、60％だった 
 回答した児童の割合は１％だった 
 

【取組指標】 
１ ７月と 11 
月に新体力テ 
ストを実施する。 

 
２ 月２回、体 
力アップコー 
ナーを設置する。 

 
３ 授業前後に 
毎回打合わ 
せを行う。 

 



標茶町立標茶小学校
目指す子どもの姿

全校児童数 210名（男子108名 女子102名）

教職員数 22名 巡回校 弟子屈町立弟子屈小学校

自己肯定感や主体的に運動に取り組む意欲を高める授業づくり

～健康の大切さを理解し、進んで体を鍛える子ども～

体育専科教員等の視点による
授業づくりのポイント

単元や内容のまとまりを見通した授業実践のポイント

「導入」場面における指導の手立てのポイント 「まとめ」場面における指導の手立てのポイント「展開」場面における指導の手立てのポイント

・指導内容の確実な定着に向けた、学年の系統性を踏
まえた指導計画の改善

・単元のゴールや身に付けさせたい資質・能力を明確
にした指導と評価の計画の作成

・主運動につながる準備運動の位置付け

・撮影した動画を活用した動きの観察、観察

する視点の焦点化による自己や仲間の課題

の設定

・主体的な課題の解決に向けた多様な練習の

場の設定

・動きを観察するためのカメラの遅延機能や

手本となる動きの確認を目的とした大型ディ

スプレイ等の活用

・児童の自己肯定感を高めることを目的とし

た「できるようになったこと」「分かった

こと」に着目させた振り返り

・次時の課題の設定を目的としたクラウド機

能の活用による振り返りの共有

自ら学ぶ子 人のために行動できる子自他を尊重する子心身の健康安全に向け挑戦する子

【準備運動に取り組む様子】 【課題を設定する際の教師の働きかけ】

【ボール運動の系統表（知識及び技能）の一部】 【資質・能力を明確にした指導と評価の計画】

【多様な運動の場の設定】 【課題の解決に向けて活動する様子】 【Padletを活用した仲間の振り返りの共有】
どのようにしたらパスが

通るかな？

Ａさんのよい動きは？ 力いっぱい
投げる

ねらったところに
投げる



体力向上に向けた授業以外の組織的な取組

新体力テストの分析と活用のポイント 運動環境の整備による運動機会の創出のポイント

これまでの授業改善及び組織的な取組の成果 体力向上に向けた今後の具体的な取組

体育専科教員等の視点による
授業以外の取組のポイント

・体力向上に係る検証改善サイ
クルの充実に向けて、新体力
テストを年間３期に分けて継
続的に実施

・全教員が体育授業や体育授業
以外の取組において、共通し
た指導ができるよう、新体力
テストの結果を詳細に分析し、
体育通信を発行して課題及び
改善策について周知

・児童が自己の体力に係る目標
を意識できるよう、第１学年
からの記録を累積し、キャリ
ア・パスポートに綴じ込み

・新体力テストにおいて、各学年の全国を上回る種目数
が、大幅に増加した。

・「体育の授業が楽しくない」と回答する児童の割合が０％、
「運動が嫌い」と回答する児童の割合が１％に減少した。

・課題である柔軟性と持久力の向上に向けた体育授業及
び体育授業以外での継続的な取組の推進

・どさん子元気アップチャレンジへの全校的な参加体制
や、体育館遊びや外遊びが十分にできる環境の整備、
家庭への情報提供と連携等、児童が主体的に運動に取
り組む習慣を確立するための取組の推進

・９年間を見通した指導計画の改善等、小・中学校９年
間の指導内容の系統性を踏まえた中学校との連携の推進

・新体力テストの結果分析を踏まえ、課題となった児童の
体力・運動能力の改善につながるよう、運動環境を整備

「ジャンプコーナー」
どの線まで届くかな？

「めんこコーナー」
投げる力をアップ！

【体力・運動能力の課題を踏まえた運動環境の整備】 【目標を明確にした取組の推進】

【課題及び改善策】
●「シャトルラン」「50ｍ走」「立ち幅跳び」「ボール投
げ」については、学年が上がるにつれ、Tスコアが下がっ
てきています。

→特に中学年以降で、運動機会を創出することが重要です
→気になる種目に関わる、休み時間や授業の冒頭で取り組む
ことのできる補強運動、準備運動を紹介しますので、全校
で取り組んでいきましょう

【課題及び改善策を周知する「体育通信」】

【令和４年度の新体力テストの結果一覧】※白抜き数字部は、全国を上回った種目


